




































































の行 う様々な 「見る行為」の諸相を写 し出し
た類型学 として見ることができるのだが,そ
れと同時に,シ ュトルー トが採用 した撮影法
は,よ りラディカルな問題をも提起 している。
それは,シ ュ トルー トの作品自体 も大きく引
き伸ばされ,額 装されてギャラリーや美術館
に展示されるということである。 したがって





















に取 り込まれてしまうの だ。 したがって観者
が行 う,見る行為はカメラの視覚を引き継い
だものとなる。 ここzはそれをシュ トルー ト
が撮影に使用する大型カメラの一般的名称で
ある,「 ビゴーカメラ」 に したが って,
「view」[っま、り眺めるこ・とと規定す ることが
出来 る。:
グルスキーの実践 は,シ ュ トルー トのよ う
な明確 な シ リーズ展 開ではな く,撮 影 の対象
も多様 な範囲 にわた る。 しか し,そ れ らを通
じて,・現 代性 という共通 の要素 を認 める ζと
がで きる。高度 に自動化 された工場,オ リン
ピック会場,金 融市場 の世 界的ネ ッ トワー ク
な ど,現 代社会 に特徴的な様相 が視覚 の対象
と して明確 にあ らわれてい る場 にカ メラは向
け られて いる。.また,グ ル スキーの実践 の こ
うした指 向性 は,撮 影 のモ ティーフだ けでな
く,撮 影以後 の製作過程 にも反 映 されてい る。

























は,作品平面に対 して平行移動 しなが ら視点
を動か し,「走査(scan)」していくことにな
るだろう。そ して,こ うした見方は,グ ルス
キーが制作過程に取り入れたデジタル処理の
プロセスを反映 したものでもある。つまりこ
の作品でグルスキーが問題にしているのは,
撮影の対象というよりは,作品を見るときの
私たちの振るまいについてであり,デ ジタル
技術が一般化 しつつある今日における,視覚
性の問題にっいてなのである。
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